
3

2016.2.22
122号

参加者募集

田植えツアー
親子産地ツアー 田植ツアーはどちらのコースもバスで行きます

　　　　　※集合はパルコープ　本部（京橋）
　　　　　集合時間：A９：00　　B８：00

～種まきから収穫まで、農作物の成長を実感しませんか？～
　とうもろこしの種まき、定植（植えつけ）、収穫の全３回を連続で体験していただく企画です。
産地に行って作業し、生産者さんの努力や苦労、思いを実感できます。また食育を考えるヒントに
も。若い生産者さんとの交流、試食などお楽しみ企画もありますよ。

日　程：※天候により日程を変更する場合があります。
　　　　❶４月９日（土）…種まき　　❷４月23日（土）…定植　　❸７月２日（土）…収穫
　　　　★農作物が育つ様子を体験するため全３回ともご参加ください。
集　合：パルコープ本部（京橋）９時30分　※❸については時間変更となる場合があります
対　象：小学１年生以上の子どもさんと保護者の方（安全上、小学生未満のお子様は参加できません）
参加費：中学生以上　6,000円／小学生　3,000円（バス代・昼食代込み、全３回分を初回に請求します）

「田植えツアー」「親子農作業連続体験」
の申し込み方法
往復はがきに
①ツアーのコース名②参加者すべての名
前（ふりがな）と年齢（学年）③組合員
コード④住所⑤電話番号　①〜⑤を記入
し、郵送ください。
■締め切り　３月11日（金）消印有効

※�このツアーは一般の観光ツアーとは違い、組合員さんに生産者や商品につ
いてより知っていただくためのツアーで、パルコープが一部費用を負担し
ます。ご親族でも組合員さんでない方の参加はご遠慮ください（同居家族
は組合員です）。

※�申し込みは１枚のはがきに１コースずつでお願いします。グループで申し
込む場合１枚のはがきにお書きください（組合員さんごとに組合員コード
を記入）。

※�申し込み多数の場合は抽選し結果ははがきでお知らせします。
　（初めての方が優先です）
※要項は後日参加者に郵送します。
※�視覚・聴覚に障がいをお持ちの方でガイド・手話ボランティア制度を利用
される方はお知らせください（田植えのJAグリーン近江コースのみ）。

※�応募で得た個人情報はツアーの連絡、産地交流に係る企画案内以外には使
用しません。

紀ノ川農協
（和歌山県）in「とうもろこし」親子農作業　　  体験連続

申し込みは下記申し込み
方法をご覧ください

　 田植え・JAグリーン近江コース　定員：40名
　 ＜滋賀県東近江市＞
　「無洗米　環境こだわり米　滋賀秋の詩」のふるさと
　 ５月７日（土）　日帰り
　 参加費　おとな（中学生以上）　3,000円
　 　　　　こども（３歳以上）　　1,500円

　 田植え・JAいなばコース　定員：30名
　 ＜富山県小
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　「富山コシヒカリ」のふるさと
　 ５月21日（土）〜22日（日） 　１泊２日
　 参加費　おとな（中学生以上）　10,000円
　 　　　　こども（３歳以上）　　 6,000円

Ａ Ｂ

申し込み郵送先
〒534-0024　大阪市都島区東野田町１丁目５－26
　　　　　　生活協同組合おおさかパルコープ
　　　　　　組合員活動部　中村まで
■ホームページの専用フォームからも
　申し込めます。
　http://www.palcoop.or.jp/
　pal_news/2016/02/tour.html

こちらからも↑
申し込みできます

※安全上、３歳未満の子どもさんの参加はご遠慮ください

　どろのなかにはいると、きもちよかったです。どろんこになってたのしめるたんぼは、すごくいいなーとおもいます。
　ごはんをつくってるひとたちが、こころをこめてるからおいしいんだなーとおもいました。おうちでおにぎりをたべました。� （中央区　大橋さん　６歳）

　親子家族を中心に、１人参加も可との事で、今回初めて参加させていただきました。久しぶりに裸足に近い恰好で水を張った田に入り、土の感触を確かめながら田植えを楽しみました。生産者の方々の顔が見えるという事ほど私たちにとって安心できる事はありません。ましてお米は毎日の糧ですから、なおさらです。今回JAいなばの皆様とお会いでき、本当に良かったと思っています。�
（四條畷市　守屋さん）

定員：40名　大型バス１台で行きます

問い合わせ先
組合員サービスセンター
　  0120－299－070
　携帯・PHSからは　
　☎ 072－856－7671（有料）

　月・土 ９：00～17：00
　火～金 ９：00～18：00
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被災者に寄り添い、
絆をつなげる支援活動を

NO.74

（岩手県遠野市に常駐する　　　　　　　　　
パルコープボランティア事務局・林さんより）

※ ボランティア活動報告はホームページにも掲載しています。http://www.yodogawa.coop/info/info/shinsai

【日程】5月2日（月）～5日（木・祝）
【申込締切】4月1日（金）　
【募集定員】60名（3生協定員・最低実施人数15名）

ご協力ありがとうございます
東北支援募金の状況（2015年3月21日～ 2016年1月20日）
19,091,277円 （この金額には2014年度繰越金・注文書での

募金・店舗などに設置の募金箱・ずっとボラの
会での物販などを含みます）

パルコープの店舗一覧はこちら。
http://www.palcoop.or.jp/shopping/shop/index.html

＜今後の予定＞ ぜひ、お立ち寄りくださいね。

店頭で東北グッズ販売と募金活動などを行いました。
◎西くずは店（2月7日）  売上げ59,870円と募金2,450円

日　程 会　場
復興応援企画報告会（松下IMPホール）
つるみ店
なにわ人形芝居フェスティバル（一心寺：大阪市天王寺区）
枚方公園店

【行程】3泊4日（車中２泊）・大型観光バスで行きます
１日目  パルコープ京橋事務所（本部）集合（18時予定）〈バスで移動、車中泊〉
２日目  岩手9時頃着、ボランティア活動、被災地視察 　　〈宿舎泊〉
３日目  ボランティア活動　　　　　　　　　〈バスで帰阪、車中泊〉
４日目  パルコープ京橋事務所前到着（9時頃予定）

【参加条件】組合員さん、及びその家族で安全上、
　　　　　小学校5年生以上の方。複数名参加可。
＊活動内容と場所は、現地での要請に基づきます
＊持ち物などの詳細は別途、参加者にご案内します
＊宿舎は男女別・相部屋です
＊参加費には、ボランティア保険・宿泊費・食事代などを含みます
＊天候不順などにより中止になる場合があります

　今までに参加された方も、申し込みを受付けています。定員を
超えた場合は抽選となります（初めての方が優先です）。

【参加費】中学生以上　　お１人　15,700円
　　　　小学5・6年生　お１人　12,700円
　　　　※小学生はかならず保護者同伴でご参加ください

2016年度 第２回「東北応援バス」
よどがわ生協・ならコープ合同企画

参加者募集

お1人でも
ご家族でも

〈ホームページの専用フォームからも申し込めます〉
https://welcome.palcoop.or.jp/form/apply/tohoku_bus/

【申し込み・問い合わせ】
組合員サービスセンター 　　０120－299－070
携帯・PHSからは  ☎072－856－7671（有料）
（月・土 9：00～17：00　火～金 9：00～18：00） 

カメラ機能のある携帯電話はこれを読み取るとホームページにつながります↑

3月 5 日（土）13：00～16：30
3月 6 日（日）10：00～15：00
4月 3 日（日）10：00～15：30
4月10日（日）10：00～15：00

ずっとボラの会（東北応援バス参加者の有志の会）よりお知らせ

2015年度　第6回
東北応援バス報告

パル・よどがわ・なら
組合員さんの

（12月23日～26日）　24名参加

岩手から関西のみなさんへメッセージ岩手から関西のみなさんへメッセージ
大槌町「小川旅館・絆館」の女将・小川京子さんより

　私の家は幕末から旅館を営業し、東日
本大震災の津波と火事で焼失してしま
いました。初めて経験する避難所の中
で、いろいろな人達と出会い支えていた
だきました。病気の母の為に旅館を建て

ようと頑張ったのはいいのですが、自分の敷地は盛土と区画
整理で建てる所がなく、知人の土地を借りての再開でした。
　名前も『絆館』と名づけ、それは私と母の絆、お世話になっ
た方々や新しい絆が広がっていけばいいなと、そういう気持
ちで名づけた宿。
　お一人お一人の絆を大切にしたい。一日も早く、元の所に
戻れるように頑張っている毎日です。どうぞ、皆さん、お泊ま
りにいらしてくださいね。

　2011年３月11日からまもなく５年。岩手県・大槌町で開
催された『おおつち感謝祭』に参加させてもらいました。印
象的だったのが、町民からのメッセージの場で、①震災を
きっかけに三陸沿岸部とつながった“縁”をこれからも深
めていただきたい。②災害はここだけではなく、3.11以降
も多くの地域で起きています。私たちもおたがいさまの気
持ちで他の地にボランティアに行けるようになった。③
様々な理由で大槌町を訪れることができない方々にも
“復興の様子と大槌の魅力”を伝えて欲しいという願いで
した。
　“復興現場めぐり”では、５年目にしてようやく復興の形
が目に見えてきたことです。例えば、県立大槌病院と消防
署が今年４月に再開し、９月には大槌学園（小・中一貫校。
現在、仮設プレハブ校舎）が開校するなどです。また復興
公営住宅は７カ所、328戸（計画962戸）まで完成してきて
います。大きな課題は、人口流出の多い大槌町に人が戻り
暮らしていくには、やはり働く場所＝産業（水産業や観光な
ど）の復興が欠かせないと実感しました。

　３生協で20名の組合員さんのうち初参加の方が４名おら
れ、また小学生や大学生、何度も参加されている方など、バラ
エティ豊かなメンバーでの活動に。１日目は大船渡市で「ふ
れあいサロン」のお手伝いを行いました。2日目はサンタの
衣装になって釜石市の公園でプレゼントを届けました（主
催：遠野まごころネット）。

◀いわて生協の皆さんと一緒に
「クリスマス昼食会」に参加し
てたこ焼き作り

コスモス公園で子どもたちと▶
「じゃんけん列車」で楽しく遊
びました
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